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研究会報告
3｡正方格子上のAFH模型
スピン波近似によれば二次元では基底状態の反強磁性LROはゆらぎにより40%ほど減少するもの
の有限に残る事が知られていた｡しかし高温超伝導の発現機構が正方格子上のβ-1/2AFH模型の基
底状態の性質と深く関係しているとP.W.Andersonが主張し､かつ彼がこの系の基底状態 は反強磁性
的LROの存在しないResonatingValenceBond状態であろうと推測した事により､最近また基底状
態に於けるLROの有無に関心が集まった.この問題は数値的な方法と不等式を用いる厳密な方法により
調べられた｡後者 (InfraredBolndsの方法)はスピンのゆらぎの上限を評価してそれがLROを壊
すほど大きくない事を厳密に示す方法であり､Dysonらにより初めて量子スピン系にたいし用いられた｡
この方法を上のXXZ模型に通用し､イジング的な場合(△ >1.66)とXY的な場合(0≦△<0.20)
にLROが存在する事が証明された｡残念ながら肝心のAFH模型ではまだ証明されていない｡数値的
には128×128の大きさの系まで調べられていて､その結果はLROが存在するという事ではぼ一致し
ておりその大きさもスピン波近似の結果と良い一致を示す｡AFH模型で証明がうまくいっていないのは
単に定量的な問題であり､この系でのLROの存在はほぼ間違い無いと思われる｡
InfraredBoundsの方法を用いる際には鏡映正値性という性質を用いている｡強磁性模型や三角
格子上のスピン系ではこの性質を利用できないため､LROの存在証明が今のところ困難であり､新しい
方法論の開発が待たれている｡
次近接格子点間にも反強磁性相互作用の働く正方格子上のAFH模型ではこれまでにない新しいタ
イプの基底状態が実現するのではないか､との期待のもとに現在盛んに研究が行われているが､これに
ついてはまだよく判っていない｡
低次元スピン系においては量子効果､及びそれとフラストレイションあるいは外場等の干渉により
多彩な現象が起こる｡古くから研究されてきたにもかかわらず､未だに興味のつきない問題である｡
文献を挙げなかったが詳しくは以下を参照されたい｡
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